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1. はじめに 

現在，難聴に苦しむ人は全国で約３０万人，軽度の難聴

者は６００万人以上と言われている．聴覚障害者は，音声

言語によるコミュニケーションが困難であり，手話を用いる

事で情報交換を行っている．近年，聴覚障害者と健聴者と

の会話の支援や，人とコンピュータの間での対話を目的と

するヒューマンインターフェースの研究が盛んに行われて

いる．また，手話の一種に指文字がある．指文字とは，手の

形を文字言語に対応させた，視覚言語の一要素である．こ

れは，五十音を表現することができ，語彙の数が格段に少

ない手話に比べ，固有名詞を始めとした，手話単語にない

単語の表現が可能になっている．しかし，これらを理解でき

る人は大変少なく，聴覚障害者と健聴者の円滑なコミュニ

ケーション環境が充分でないというのが現状である．手話

および指文字の認識の研究は古くから行われている．

手話については手話単語ごとに構築したＨＭＭを用

いて認識する手法[１]が主流である．指文字については

掌や指の形状に基づく認識[2]がよく研究されている．  

2. 従来手法と問題点 

本研究室ではＨＯＧ特徴量とＡｄａＢｏｏｓｔを使った大分

類と，大分類によって分類されたグループごとの細分類に

よる静止指文字認識[3]を行っている．この実験では静止

指文字４１種類に対し，８４．２％の認識率を得ている．また，

これまでの研究により，動きのある指文字を含めたすべて

の指文字に対して，動作特徴による分類を行い，認識結果

（図１）を得た．問題点として，引く動作と静止を分類する有

効な特徴量を得られていないこと，一文字の認識のための

特徴量を抽出しており，連続的に指文字認識を行うことを

想定していないことが挙げられる．また，グループ７の認識

率が０％である原因として，すべての文字がグループ３と誤

認識されていることが挙げられる． 

グループ 適合率（％） 再現率（％） 

１ ９８．４ ９７．３ 

２ １００ ９２．７ 

３ ６３．９ ９２．８ 

４ ８８．９ ８４．２ 

５ ６９．２ １００ 

６ ８８．９ ８８．９ 

７ ０ ０ 

図１：動作特徴分類結果 

3. 提案手法 

連続的に指文字を認識する方法として，隠れマルコフモ

デル（Ｈｉｄｄｅｎ Ｍａｒｋｏｖ Ｍｏｄｅｌ， ＨＭＭ）とビームサー

チがある．本研究では，撮影動画の各フレームから，手領

域を抽出し，特徴量としてＨＯＧと全フレームからの移動座

標（ΔX，ΔY，ΔZ）を抽出し，ベクトル量子化を行ったもの

を出力シンボルとし，状態数，初期状態遷移確率を決定し，

文字ごとのＨＭＭを作成することを提案する．ΔZ座標の

抽出により，引く動作の特徴量を，また各フレームからの

HOGにより手の形に関する特徴を得ることができる．  

4. 実験データ 
実験動画の撮影にはＭｉｃｒｏｓｏｆｔ社のＫｉｎｅｃｔを用いる．

Ｋｉｎｅｃｔは赤外線センサーを内蔵しており，Ｄｅｐｔｈデータ

（図２）を得ることが出来る．これにより引く動作の識別を行

うことが可能である．実験データには６４０×４８０[ｐｉｘｃｅｌ]の

２Ｄカメラの撮影による動画像および人物と手領域追跡を

行う Depth動画像を用いる． 

 
図２：デプス画像の例 

5. 評価方法 
一文字に対して学習を行い，一文字の認識および単語

の認識を行う．一文字の認識には交差検証を用いて適合

率と再現率により評価を行う．  
6. まとめと今後の方針 

連続指文字認識のためのモデル作成という目的でＨＭ

Ｍによる文字モデルの作成，特徴量，引く動作の識別のた

めの撮影機器，実験環境を検討した．今後の方針として，

ベクトル量子化のクラス数の決定，ＨＭＭモデルの作成が

挙げられる． 
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